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The pu叩OSe Of this studyis（a）to construct a stressor scale for crime reporting and to

exami王1eits reユiability and validit）ちand（b）toinvestigate tbe processes of psychologicalstressin

junior high－SChooIstudentsin terms of psychologicalstress theory（Lazarus＆R）1kman，1984）．A

questionnaire consistlng Of the crime reportl一喝StreSSOr SCale of12items，COnfirmedin a pilot

Stud沸a COgnitive evaluation scale，a COplng SCa王e，and a stress response scaie were administered to

307jlユ山orbigh－SChooIstudents．The results of analysISindicated tbat the new scale has a slngle－

ねctor structure，With satisねctorylevels ofreliabilityandvalidity
Wbile not numericallyverybigb，a

slgni丘cant correlation was fbundbetween tbe crime reportlng StreSSOr SCale andthe stress response

SCale（r＝．18，p＜．01）．nnally
we discuss someissues br如t∬e reSearCh．

Keyword＄：Crime reportlng StreSS叫pSyCholo由calstress process，juniorhigh－SChooIstudents

【問題と目的】

近年，我が国では少年犯罪・非行の問題が深刻化

している．平成13年以降増加しつづけてきた刑法犯

少年の検挙人員は，平成16年に前年と比べて6．6％

減少したものの，人口比（同年齢層人口千人あたり

の検挙人員）に関しては16．8％であり，成人

（2．5％）の約6．7倍となっている（警察庁生活安全

局少年課，2005）．更に，犯罪・非行の低年齢化や

凶悪化など，その質における変化も大きな問題とし

て取り上げられており，少年の非行防止・保護の面

で憂慮すべき状況にあるといえる．また，平成16年

に行われた内閣府の「治安に関する世論調査」

（2004）によると，ここ10年で日本の治安が悪く

なったと思う人が9割近くに達し，8割以上の人が

自分や身近な人が犯罪に遭うかもしれないという不

安を抱いていること，近年の犯罪傾向に関して「低

年齢化」をあげる人が最も多いこと（81．8％）が示

されている．このような社会的な変化・人々の犯罪

に対する不安感を背景にして，少年の手による犯

罪・非行に関する報道をテレビや新聞などを通して

知る機会は多くなったといえる．こうした少年犯

罪・非行の報道に暴露する体験は同世代にあたる中

学生にも何らかの影響を与えていると考え，本研究

ではそれをストレスという観点から捉えていくこと

にする．

池上・井上（2002）は，中学生は家庭及び学校ス

トレツサーだけでなく社会的ストレッサーにも強く

反応し，社会全体に対する不満や不安が，強いスト

レス源になっていると指摘し，従来中学生を対象と

したストレスの研究（嶋田，1998など）で焦点化さ

れてきた学校生暗にストレス源が限局されないこと
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を示している．またここから，中学生の意識は学校

や家庭といった直接体験しうる身近な生活空間だけ

でなく，メディア等を通して間接的に体験される社

会に対しても開かれていると考察されている．よっ

て，同世代の犯罪・非行についての報道をテレビや

新聞などを通して知ることも，中学生にとってはス

トレッサーとして作用しうることが十分考えられ

る．

これまで，犯罪・非行が中学生に与える影響に関

しては，日常生活のストレスが犯罪・非行行動につ

ながることを明らかにした研究がある（大木・神

田，2000）．しかしながら，同世代による犯罪・非

行を見開きすることとストレスとの関係を扱った研

究は見当たらない．従って，メディアによる同世代

の犯罪への暴露と中学生のストレス反応との関係を

調べることば意義があるだろう．

従来，ストレスについては多くの研究が行われて

おり，様々なストレスモデルが構築されてきた．現

在，ストレスに関する理論的研究の中心的な役割を

担っているのがLazarusら（1984）のトランスアク

ショナル理論である（加藤，2005）．そこでは心理

的ストレスの過程を，①外界の刺激であるストレッ

サーとそれを脅威的と認知的に評価すること，（要そ

れらのストレツサーに対処すること，（彰その結果生

じるストレス反応，という大きく3つの成分から構

成されていると捉えている．そしてさらに，認知的

評価は一次的評価と二次的評価に分けられるとす

る．前者は，環境からの刺激が自分とは無関係であ

ると見なすか，無害（肯定的）なものと見なすか，

あるいは有害（喪失的，脅威的，挑戦的）なものと

見なすかという評価であり，後者は，環境からの刺

激が自分にとって有害であると認知された場合，そ

れらから喚起される心理的ストレス反応を軽減する

ことができるかどうかの判断，あるいはそれを軽減

するための対処行動の選択に関する評価をいう（嶋

田，1998）．つまり，環境からの刺激（ストレッ

サー）を認知的に評価し，それに対する対処行動を

行った結果，ストレス反応を表出するという一連の

過程でストレスを捉えたのである．

このようなストレスモデルは，心理的ストレスの

生起メカニズムを包括的に理解するという役割と，

ストレス反応の軽減を目的とした介入（ストレスマ

ネジメント）の有効な手がかりとなるという役割を

担っている（嶋田，1998）．特に後者については，

具体的な援助をするためにどういった点に留意して

介入を行っていけばいいかを明らかにしていくうえ

で重要である．嶋田（1998）は，このモデルを学校

ストレスの説明に用い，学校ストレッサー，認知的

評価，コービングの組合せという枠組みで，中学生

の心理的ストレス過程を説明できることを明らかに

している．そこで，本研究では嶋田（1998）と同様

に，Lazarus＆恥1kman（1984）のストレスモデル

に従って，犯罪・非行に関する報道を見聞きするこ

とをストレッサーとした，中学生の心理的ストレス

過程を検討していくこととした．具体的には，まず

尺度の作成を行い信頼性と妥当性を検証する．次に

そのストレス過程を検討し，中学生が同世代の子ど

もによる犯罪・非行に対し，どのように評価し，対

処しているか，また犯罪・非行の報道がストレス反

応とどのように関係しているかを明らかにする．そ

してこれらの結果に基づいて中学生に対する援助の

可能性を探索的に検討することを目的とする．

予備調査

【方法】

調査対象者：県内の公立中学校の1～3年生90名，

Ⅰ県内の大学生65名．

調査内容：実際に周囲で起きた同世代による犯罪・

非行を見開きした経験，同世代による犯罪・非行に

関する報道について自由記述で回答を求めた．その

後，発達心理学・臨床心理学を専攻する大学院生2

名，心理学を専攻する大学生4名が，村法を用い

て項目の精選を行った．さらに，同世代による犯

罪・非行に関する報道を見聞きしたことにより不

安・ストレスを感じたことがあるかどうかについ

て，「はい・いいえ」の2件法で回答を求めた．

【結果】

自由記述によって得られた項目を村法により分

類・整理した結果，12項目の犯罪報道ストレッサー

原尺度項目が準備された．また，約30％の中学生が

同世代による犯罪・非行に関する報道に対してスト

レスや不安を感じていること，大学生の約62％が中

学生のときに，同世代による犯罪・非行に関する報

道に対してストレスや不安を感じていたことが明ら

かにされた．

本調査

【方法】

調査対象者：F県内の公立中学校の2，3年生307

名（男子166名，女子141名，平均年齢14．04±0．8

歳）を対象とし，クラスごとの一斉法により無記名

方式で実施した．

調査日時：2004年9月
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調査材料

（∋犯罪報道ストレッサー尺度：予備調査によって得

られた12項目について，「この1ケ月の間に，次

のような出来事があなたにどのくらいありました

か」という教示の下，「全くなかった（0）」から

「よくあった（3）」の4件法で回答を求めた．

②中学生用認知的評価尺度（嶋田，1998）：これは

11項目からなり，「影響性」「コントロール可能

性」という2つの因子から構成されている．「こ

のようないやな出来事に対して，あなたはどのよ

うに感じたり，考えたりしましたか」という教示

の下，「全くしなかった（0）」から「よくした

（3）」の4件法で回答を求めた．

③中学生用コービング尺度（嶋田，1998）：これは

16項目からなり，「積極的対処」「諦め」「思考回

避」という3つの因子から構成されている．「こ

のようないやな出来事があった時に，あなたはど

のようなことをしたり，考えたりしましたか」と

いう教示の下，「全くしなかった（0）」から「よ

くした（3）」の4件法で回答を求めた．

④中学生用ストレス反応尺度（嶋田，1998）：これ

は24項目からなり，「不機嫌・怒り感情」「抑う

つ・不安感情」「身体的反応」「無気力」という4

つの因子から構成されている．「次に書いてある

気持ちや体の調子は，このごろのあなたにどのく

らい当てはまりますか」という教示の下，「全く

当てはまらない（0）」から「とても当てはまる

（3）」の4件法で回答を求めた．

【結果】

因子分析

犯罪報道ストレッサー尺度の因子構造を明らかに

するために因子分析を行った．その結果，スクリ一

基準により1因子が妥当であると判断した．これを

踏まえて主成分分析を行ったところ，全ての項目

が．35以上の負荷を示したため，項目の全てを分析

対象とし，因子得点を算出した．結果を℃1blelに

示す．その他の尺度に関しては，そ讃tぞれの下位尺

度の合計得点を分析に用いた．

1もblel犯罪報道ストレッサー尺度主成分分析結果

犯罪報道ストレッサー尺度項目（αニ．88） 因子負荷量 共通性 項目平均 標準偏差

3／ト中学生が人を殺そうとしたり傷つけたりした事件の報道

を見たり聞いたりした

7 ′ト中学生による恐喝，かつあげ事件の報道を見たり聞いた
りした

5 出会い系サイトがきっかけで起こった事件の報道を見たり

開いたりした

2／ト中学生が人を殺してしまった事件の報道を見たり開いた

りした

6 集団での暴力事件の報道を見たり開いたりした

9 小中学生による万引きや盗みの事件の報道を見たり開いた

りした

4／ト中学生がナイフなどの刃物を持ち歩いたり，それで人を

傷つける事件の報道を見たり聞いたりした

8／ト中学生が警察に逮捕されたり補導されたりする事件の報

道を見たり開いたりした

1 いじめによる自殺が報道されているのを見たり開いたりし

た

10 小中学生による事件の被害者や被害者家族の報道を見たり

開いたりした

12 ノJ、中学生が薬物や覚醒剤を使用しているという報道を見た

り開いたりした

11／ト中学生による犯罪・非行が報道されることで周りの人た

ちから自分も同じように見られた

．74

．73

．72

．71

．70

．69

．69

．67

．63

．60

．59

．38

．55
1．51 1．01

．53 ．58 ．76

．52 ．86 ．92

．50
1．75

．99

．49 ．86 ．90

．48 ．57 ．75

．48
1．16

．95

．44
1．21

．98

．40
1，12

．97

．36
1．44 1．05

．35 ，34 ．62

．15 ．18 ．50

因子負荷量二乗和 5．23

寄与率 43．60
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信頼性の検討

犯罪報道ストレッサー尺度について，まず信頼性

を検討するためにCronbachのα係数を算出した．

その結果α＝．88であり，信頼性が十分に高いこと

が確認された．

妥当性の検討

構成概念妥当性を検証するために犯罪報道スト

レッサー尺度における因子得点と，中学生用ストレ

ス反応尺度の素点の合計得点との相関を算出した．

その結果，r＝．18（p＜．01）で正の相関が得られ，

ある程度の妥当性が確認された．さらに，内容的妥

当性を確認するために現役の中学校教諭10名に本研

究で使用した尺度項目が妥当であるかどうかについ

て評定を求めた．評定は「妥当である」「まずまず

安当である」「あまり妥当ではない」「安当ではな

い」の中から一つ選ぶという形式で行った．その結

果，項目10を除いた11項目については過半数以上の

中学校教諭が「妥当である」または「まずまず妥当

である」としたため，内容的妥当性があると判断し

た．項目10に関しては，項目10の得点とストレス反

応得点との相関係数を算出した結果，r＝．12（p

＜．01）と有意な正の相関が得られ，他の項目内容

と比較しても大きな差がないと判断されたため，項

目10についてもある程度妥当性があると判断し，以

下の分析に用いることにした．

相関分析

犯罪報道ストレッサーとストレス反応との関連を

検討するため，相関分析を行った．分析には，犯罪

報道ストレッサー尺度の因子得点と各ストレス反応

下位尺度の尺度得点を用いた．その結果を瀧ble2

に示す．「犯罪報道ストレッサー」は「不機嫌・怒

り感情」とr＝．16（p＜．01），「抑うつ・不安感情」

とr＝．21（p＜．01），「身体的反応」とr＝．18

（p＜．01）の正の相関があった．また，4つのスト

レス反応の得点を足しあげた総得点と「犯罪報道ス

トレッサー」の相関はr＝．18で有意であった

（p＜．01），しかしながら，全体的に相関関係は強

くはなく，犯罪報道によるストレッサーとストレス

反応には関連があるものの，その強さはさほど大き

くないことが示唆された．さらに，関係をより詳細

に検討するために，各項目ごとにストレス反応との

相関を求めた．その結果を1もble3に示す．項目5

においては4つのストレス反応，ストレス反応全体

との相関がすべて有意であった．

パス解析

「犯罪報道ストレッサー」がどのような過程を経

てストレス反応につながるのかについて検討するた

め，パス解析を行った．本研究では，Lazarus＆

恥1kman（1984），嶋田（1998）のモデルに基づい

て，犯罪報道ストレッサー，認知的評価，コービン

グ，ストレス反応という流れでパス解析を行った．

分析において，犯罪報道ストレッサー尺度は因子得

点を，その他の尺度は各下位尺度得点を用いた．そ

の結果をRg．1に示す．犯罪報道ストレッサーと

「不機嫌・怒り感情」（β＝．19，p＜．01），「抑う

つ・不安感情」（β＝．18，p＜．01），「身体的反応」

（β＝．15，p＜．05）の間で有意な関連が見られ，

犯罪報道ストレッサーが高くなるほど，これらのス

トレス反応が高まることが示された．また「コント

ロール可能性」と，「抑うつ・不安感情」（β＝

－．13，p＜．05），「身体的反応」（β＝－．16，p＜

．01）の間に有意な関連が見られ，コントロール可
能であるという認知的評価を行うほど，これらのス

取ble2 犯罪報道ストレッサーと認知的評価，コービング，ストレス反応との相関

10 11

1 犯罪報道ストレッサー

2 影響性．24＊＊

3 コントロール可能性．15串＊

4 積極的対処．30＊＊

5 諦め．03

6 思考回避．09

7 不機嫌・怒り感情．16納

8 抑うつ・不安感情．21＊＊

9 身体的反応．18＊＊

10 無気力．07

11ストレス反応尺度捻得点．18＊＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

2

9

6

8

0

2

4

6

9

3

3

0

0

0

1

1

0

0

．28＊＊

－．02 ．05

－．03 ．12＊．54＊＊

－．04 －．03．17納

¶．06 ．11＊．24＊＊

－．08 ．13＊．16＊＊

－．05 ．00．27＊＊

－．07 ．06．25＊＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

4

2

2

7

6

6

6

8

＊

虫T

＊

＊

3

4

6

4

4

1

1

0

1

1

．61＊＊

．58＊＊．59納

．84＊＊．84＊＊．82＊＊
注）＊p＜．05 ＊＊p＜．01
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′払ble3 犯罪報道ストレッサー尺度の各項目とストレス反応との相関

103

イライラ 抑うつ不安 身体的反応 無気力 ストレス反応

1 いじめによる自殺が報道されているのを見たり聞いたり
．05

した

2 小中学生が人を殺してしまった事件の報道を見たり開い

たりした

3 小中学生が人を殺そうとしたり傷つけたりした事件の報

道を見たり開いたりした

4／ト中学生がナイフなどの刃物を持ち歩いたり，それで人

を傷つける事件の報道を見たり開いたりした

5 出会い系サイトがきっかけで起こった事件の報道を見た

り問いたりした

6 集団での暴力事件の報道を見たり開いたりした

7 ′ト中学生による恐喝，かつあげ事件の報道を見たり問い

たりした

8 小中学生が警察に逮捕されたり補導されたりする事件の

報道を見たり問いたりした

9
ノj、中学生による万引きや盗みの事件の報道を見たり聞い

たりした

10 小中学生による事件の被害者や被害者家族の報道を見た

り開いたりした

11／ト中学生による犯罪・非行が報道されることで周りの人

たちから自分も同じように見られた

12 小中学生が薬物や覚醒剤を使用しているという報道を見

たり聞いたりした
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トレス反応が低くなることが明らかとなった．「諦

め」からは，「不機嫌・怒り感情」（β＝．14，p＜

．05），「抑うつ・不安感情」（βニ．23，p＜．01），
「身体的反応」（β＝．18，p＜．01），「無気力」（β

＝．27，p＜．01）のストレス反応全てについて有意
なパスが見られた．

監考 察】

本研究の目的は，犯罪報道ストレッサー尺度を作

成し，中学生が同世代の子どもによる犯罪・非行に

対し，どのように評価し，対処しているか，また犯

罪・非行の報道がストレス反応とどのように関係し

ているかを明らかにすることであった．これについ

ては相関分析の結果から，「犯罪報道ストレッサー」

と「不機嫌・怒り感情」「抑うつ・不安感情」「身体

的反応」のストレス反応には正の相関があり，スト

レス反応全体と「犯罪報道ストレッサー」にも正の

相関があることが見出された．また，犯罪報道スト

レッサー尺度の各項目と，ストレス反応との関連を

調べた結果，項目5については全てのストレス反応

と有意な相関が見られた．「出会い系サイトがきっ

かけで起こった事件の報道を見たり問いたりした」

という項目5の内容は，今日の中学生において携帯

電話を持っていることがそれほど珍しいことではな

くなってきていることに関連して，このような事件

に対してより身近に感じるようになっているのかも

しれない．

また，パス解析の結果からも「犯罪報道ストレッ

サー」が高まるほど，「不機嫌・怒り感情」「抑う

つ・不安感情」「身体的反応」が高まることが明ら

かとなった．以上の結果から，同世代による犯罪・

非行についての報道は中学生のストレス反応に関連

することが示唆された．その億がさほど強いもので

はなかった点に関しては留意する必要があるだろ

う．しかし，予備調査でストレスや不安を感じた人

の割合が決して低くないことを考えると，このよう

なストレッサーに関する援助の可能性について議論

することは決して意義のないことではないだろう．

パス解析の結果から，「コントロール可能性」か

らはコービングを媒介することなく「抑うつ・不安

感情」と「身体的反応」へ負のパスが出ていた．つ

まり，犯罪報道ストレスをコントロール可能だと認

知すると，ストレス反応は表出しにくいことを意味

している．嶋田（1998）の研究においても，中学生

のストレス反応の抑制には，コントロール可能性を

高めることが有効であることが示されている．

次に，「犯罪報道ストレッサー」と認知的評価か

ら，「諦め」へはパスが出ていなかったが，「諦め」

からは全てのストレス反応に対して正のパスが出て

いた．つまり，「諦め」というコービングを行うと，

ストレス反応を表出しやすいということが考えられ
る．

さらに，「積極的対処」からストレス反応へ有意

なパスが出ていなかったことも特筆される．通常，

ストレスに対して積極的な対処を行っていくこと

は，ストレス反応を低減させると考えられるが，こ

こでは犯罪・非行の報道というストレッサーの性質

によって，それが十分になされないと考えられる．

そもそも報道とは各種メディアが情報を発信するこ

とであり，それらを見開きするという経験は，情報

のやり取りという観点からすると一方向的なもので

しかない．つまり，ここで受け手が積極的に対処す

るということが報道された事柄に影響を与えること

は難しいと考えられる．また，犯罪・非行が中学生

にとって問題が大きすぎるために生徒一人の積極的

な対処では効果が期待できないとも考えられる．

以上の結果・考察を踏まえた上で犯罪報道スト

レッサーに直面した際の援助について検討してみ

る．まず今回の結果からは，ストレス反応を抑制す

るのに有効なコービングが見出せなかった．しか

し，コントロール可能性の認知を高めることにより

ストレス反応を軽減させる可能性があることが示唆

された．嶋田（1998）は，学校ストレスにおけるス

トレス反応の軽減要因として「ソーシャルサポー

ト」「社会的スキル」「セルフ・エフイカシー」の効

果を検討し，これらがコントロール可能性を高め，

ストレス反応を軽減しうる可能性を示唆した．ま

た，学校ストレス軽減のためには，ソーシャルサ

ポートの知覚を充実させる，望ましい社会的スキル

を獲得させる，不適切な行動から望ましい行動への

変容を促す，セルフ・エフイカシーを高く持たせる

などの介入方法が有効な手段であると推測してい

る．そのため，犯罪報道ストレッサーに直面した際

にも，一人で悩み考え，どうしようもないと諦める

よりは，クラスや家庭で話し合い，周囲の意見も開

くことができる場を設けることが有効だと考えられ

る．また，周囲の大人や教師からのソーシャルサ

ポートの認知を高めることも有効である可能性があ

るだろう．

【今後の課題】

本研究は，北陸地方の中学校一校に対しての調査

をもとに行われた．しかし，実際に中学生が関わる

事件が起きた周辺の地域かそうでない地域，事件が
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つい最近起きたかといったような時期的なタイミン

グなどによって犯罪報道ストレッサーに対する認知

の仕方に差異が表れることは容易に考えられる．そ

のためこれらを踏まえた研究が必要とされるであろ

う．

さらに，援助としてのソーシャルサポートなどの

可能性を示したが，本研究ではそれが示唆されたに

過ぎず，現段階ではその有効性は立証されていな

い．よって，今後は具体的な援助の有効性について

更なる検討が必要とされる．
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